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れる。本成果は Applied Physics Letters誌に掲
載された。 
















は Pb1-xGexTe（x = 0.07）であり、測定はフェ
ムト秒再生増幅器（パルス幅約 200 fs, 波長





図 2. n型 GaAs（ドープ密度=1x1018cm-3）におけ
るコヒーレントLOPCモードの時間波形及びその
フーリエ変換スペクトル。(a) 励起キャリア密
度が Nexc=1.8x1018 cm-3の場合、(b) Nexc= 8.9x1016 
cm-3の場合。 
図 3. n型 GaAs（ドープ密度=1x1018 cm-3）に
おけるコヒーレント LOPC モードのウェーブ
レット変換スペクトル。Nexc=1.8x1018 cm-3の
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Physics Review B誌に掲載された。 
  次に、DVD 記録膜材料（Ge2Sb2Te5）に
おける相変化ダイナミクス観測を行った。試
料はシリコン基板上に成長させた Ge2Sb2Te5



























図 5. Ge2Sb2Te5 超格子おけるコヒーレント A1
モードの時間波形。(a)は as-grown 膜、(b)は
anneal 膜である。 
図 6. Ge2Sb2Te5 超格子おけるコヒーレント A1
モードの時間波形のフーリエ変換スペクト
ル。(a)は as-grown 膜、(b)は anneal 膜であ
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